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禅学関係雑誌論文 目録(1988年)

著 者 論 文 名 雑 誌 名 巻号為
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『正法眼蔵』 に基づ く仏道 の体系←)
一 「正伝」 の仏道一

曹洞五位説 の根本性格
一 「元真長老棟」 を中心 と して一

『正法眼蔵』 と 『正法眼蔵聴書』←)
一尽界 の解釈 につい て一

『正法眼蔵』 にお ける大地観

大乗仏教 の 日本文芸 に及ぼせ る影
響 の一考察一芭蕉 の俳諸 と仏教的
体験 につ いて一

禅的意識 のフ ィール ド構造

宇井伯寿著 『禅宗史研究』の緒言
をめ ぐって

禅 の分類 につい て
一圭峰宗密 の五種禅 の見直 し一

公案解釈か ら見 た 『永平広録』上
堂 の性格一七十五巻本『正法眼蔵』
との対比 か ら一

十二巻本 『正法眼蔵』 と 『永平広
録』一 「百丈野狐」 の話 を中心 と
して一

梅花無尽蔵注釈(1)

西谷哲学一西 田哲学 の突破一

近世洞 門にお ける三教観 《承前》
一 『天桂禅師船歌』 をめ ぐりて一

禅の思想 とその流れ⑳ ～㈲

異類 について

禅 と如来蔵

禅 とキ リス ト教

『正法眼蔵』 と 『テオ ロギ ア ・ド
イ ヅチュ』一比較思想論的研究一

『永平清規』 にお ける行 の具体相
一禅宗文化展開 の源流一

禅 と日本文化
一 その一味性 の根拠一

永 平広録 にお け る時 の性 格(2)

永 明延 寿の禅浄融合思想

弁道話考一先尼外道批判と実存的
意義一

日本仏教学会年報 547

印度学仏教学研究37-112

宗学研究所紀要
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差別の論理構 造
一 曹洞 宗切紙におけ る業 ・輪廻 ・

仏 性思想について一
'行持

の位相一 正法眼蔵私解一

道元禅 と天台論議
一 『百題 自在房』をめ ぐる覚書一

道 元禅 と天台本 覚法門に関す る一
考察

『正法眼蔵』「仏 経」考

『正 法眼蔵』 「諸悪 莫作」論考

陽 明学におけ る狂 禅について

天桂伝 尊の疑 団について

月 と仏 と虚空一道 元禅師 『正法眼
蔵 」初 中後一

臨 済宗旨考

道 元禅におけ る日常生 活の哲 学

弁道話 の大意

箇 中意㈲ 良寛詩 の系譜

真歓清 了の思想 について
一 『信心銘拮提』螢山親撰 の可能

性 を発端 として一

『正法眼蔵』 にお ける仏道 の道程

正法眼蔵 にお ける有 と時㊤

道元禅師 の修証観 に関す る問題 に
つ いて⇔一 『正法眼蔵』にお ける

説示か ら一

道元禅師 の修証観 に関す る問題に
つ いて⇔

祖師禅 の基本思想

白隠禅 に於 ける修道体系 の性格
一 『宗 門無尽灯論』 をめ ぐ

って一

無仏 の地平

正法眼蔵にお ける本覚 ・始覚思想
につい て

十二巻 『正法眼蔵』撰述説再考

道元 に対す る 「全一 の仏法」的理
解 の批判

西 田哲学 と仏教観
一善 の研究 を中心 に一

西 田幾多郎 の生涯 とその顕彰運動

維摩経 と西 田哲学
一Yamakaの 論理につい て一

漱石 の愚 と良寛 の愚一則天去私を
基礎づ ける思想一

道元禅の体系

宗学研究

宗学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

禅文化研究所紀要

印度学仏教学研究

宗学研究

中国仏蹟見聞記

宗学研究

野州国文学

印度学仏教学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究所紀要

宗学研究

仏教学研究会年報
(駒沢大)

日本仏教学会年報

禅文化研究所紀要

宗学研究

宗学研究

宗教学論宗

日本海文化研究所紀要
(金沢大)

目本海域研究所報告

松ケ岡文庫研究年報
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303

303

303

2

3

3

2

3

3

8

3

3

3

1
⊥

ー
ユ

1

0

2

5

2

0

9

8

0

1

一

3

一

1

一

3

3

4

7

ρ0

ρり

)

0
δ

3

Q
J

L
＼

36-23

り
○

り
D

O

O

Q
り

3

13

303

212

547

1512

303

303

143

3

0

Q
U

1

4

0

9
臼

■⊥

9
臼

23

547



3

浄

欽

清

宗

紹

野

田

平

古

星

明

子

尚

尚

彰

夫

烈

郎

二

徹

穂

孝

孝

忠

宇

太

真

弥

昌

浦

野

台

台

崎

川

田

田

三

水

務

務

矢

吉

・楼

和

和

臨 済禅 を考 え るヒソ トー 伝大燈撰

句集のあ とが きにかえて一

乾尿厭考

中世 日中禅思想交藩史 の一断面⑯
～⑱

禅 の哲学にお ける般若 の智慧(プ
ラジュニヤ ー)一 鈴木大拙 の論文
によせ て一

正法眼蔵は どう読 み上げ られたか

道元禅師の道得について

道元禅師におけ る"時"の 一 考察

西田幾多郎と明治後期の思想
一個の基礎付けとしての哲学一

脇は席に至らず
一全真教と禅をめぐって一

敦燈本 『壇経』、『曹渓大師伝』お
よび初期禅宗思想

禅と念仏の問題
鈴木大拙博士における 「樗伽経研
究」の意義

禅文化研究所紀要

禅文化研究所紀要

文明52～4

日本文化(拓 殖大)

宗学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

民衆史研究 一

禅文化研究所紀要

松ケ岡文庫研究年報

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究
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唐代蜀地の禅宗

北宋の張商英と仏教宗

中国禅定思想史における羅什訳禅
経について一 『坐禅三昧経』と初
期禅宗 ・天台法門一
濡仰宗の盛衰(2)

仰山慧寂と 『六祖壇経』

曹渓大師伝考

霊巌寺の宝公禅師塔銘を見付けて

宋代勅差住持制小考

宋版 『寵居士語録」について
潟山仰山の著語について
一潟仰と初期臨済下の関係につい
て一

仰山小釈迦考

『天聖広灯録』に関する一考察

二祖山元符寺の達磨塔銘について

首樗厳経註釈書考

臨済録札記

宋元版禅籍の逸書

駒沢大学文学部研究紀
要

教学論宗

宗学研究

駒沢大学仏教学部論集19

印度学仏教学研究36-2

駒沢大学仏教学部研究46
紀要
中国仏蹟見聞記9

宋代史研究会研究報告3

禅文化研究所紀要15

宗学研究

仏教学研究会年報21
(駒沢大)

印度学仏教学研究37,1

中国仏蹟見聞記9

宗学研究30

禅文化研究所紀要15

宗学研究30
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西 口 芳 男

西 川 正 子

長 谷 川 昌 弘

長 谷 部 幽 膜

長 谷 部 幽 膜

原 田 弘 道
ベ ル ナ ー ル ・

フ オ ー ル

柳 田 聖 山

楼 宇 烈

宋元版禅籍研究㈹一石林和尚語録・鏡堂和尚語録一

『伝法正宗記』諸本の系統
北 く石+間 〉と物初の著作に関す
る書誌的考察

『宗鏡録』引用の諸文献一 『永嘉
集』と『証道歌』について一
宗鏡録の引用諸文献

唐代文人的習禅風気

禅の活句と詩の話法

嵩山少林寺参観の覚書

禅宗第四祖道信の教え(2)

南宋における仏教信仰の一側面
禅林における四時と四節
一清規に見る一

福州東禅寺版 『景徳伝燈録』につ
いて一東寺蔵・上醍醐寺蔵の調査
報告を兼ねて一
寒山拾得の世界

松源崇嶽と天童如浄
万峰伝の構造分析と明清時代成立
諸燈録との考較
明清仏教研究資料(2)

中国における経済社会と禅宗

神秀と華厳経

神会の肖像

胡適禅宗史研究平議

印度学仏教学研究37-1

松ケ岡文庫研究年報2
駒沢大学仏教学部研究46
紀要

宗学研究30

印度学仏教学研究37-1

禅文化研究所紀要15

未名(神 戸大)7

日本歴史478

宗教 学論 宗14

駒 沢大学仏教学 部論 集19

印度学仏教学研究36-2

禅文化研究所紀要

日本文芸学

印度学仏教学研究

愛知学院大学教養部紀要

禅研究所紀要

仏教経済研究

禅文化研究所紀要

禅文化研究所紀要

宗学研究所紀要
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『祖源通録撮要』の出現とその史料価値

高麗武臣政権下の禅についてe

禅文化研究所紀要

禅文化研究所紀要

1512

1512

〔日本〕

ア ラソ・コラ

秋 宗 康 子

東 隆 眞

伊 藤 悟

伊 藤 克 己

伊 藤 克 己

五山の詩僧(そ の3)

禅昌寺旧蔵 「南禅寺一切経」墨書
奥書について
高祖道元禅師と太祖螢山禅師禅

夢窓国師と求道者

大徳寺創立の歴史的前提
大徳寺浬禦堂一大徳寺の歴史的性格
へのアプローチー

フランス文学(立 教大)17

兵庫県の歴史

禅研究所紀要

美文会報
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宗学研究
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学英地光

正法眼蔵抄口語訳の試み 仏性(8)

雪舟と牧松周省

雑学事件と近世仏教の性格

中世曹洞宗切紙の分類試論⑪一追善 ・葬送供養関係を中心とし

て(補)一

中世曹洞宗切紙の分類試論⑫

長徳寺所蔵の切紙資料について
一禅宗の仏事法要の意味と意義一

洞門抄物 の発生 とその性格

詮慧に関す る資料について

道元禅師滅後の詮慧について

渡唐天神像三題

もうひ とつの御恩 と奉公
一沙 石集 とその時代一

中国人仏師萢道生と七条中仏所仏
師

上杉氏領国下における曹洞宗の展
開
三河国龍渓院輪住制と地域社会
一 「祠堂帳」分析を中心として一

建長寺僧籍帳⑲

顕密体制内における禅 ・律 ・念仏
の位置

近世前期寺院復興運動と女性
一鈴木正三を中心に一

「公儀仏教」論の成立
一鈴木正三における国家・寺院・

民衆一

十二巻正法眼蔵について

翰林五鳳集について
一近世初期漢文学管見一

道元禅師の画像をめぐって

実相寺仏殿移築説の再検討

古本75巻本正法眼蔵の研究(9)
一正法眼蔵聞書抄依用の正法眼蔵

本文復元化の試み一

正法眼蔵の資料について

明治期曹洞宗における出版書の研究

新安沈没船釣寂庵木簡試考

室町期清規考一正法寺清規と龍泰
寺行事次序を介して一

螢祖の択法眼

5

駒沢大学仏教学部論集1910

山口県地方史研究596

印度学仏教学研究37-112

綴 大学徽 学鰯 究463

駒沢大学仏教学部論集

みずくらいど

松ケ岡文庫研究年報

宗学研究所紀要

宗学研究

日本歴史

総合研究 中世の文化

史　と美術

駒沢史学

宗学研究

鎌倉

中性寺院史の研究

龍谷史壇

19

6

2

1

30

485

0

9
臼

1

00

6δ

0
0

0

9
臼

1

5845

39・409

30

57

上 巻

3

5

00

913

近世仏 教一史料 と研 究一71

駒沢大学仏教学部論集19

相愛大学研究論集4

宗学研究30

三河地域史研究6

駒沢大学仏教学部研究
紀要

仏教学研究会年報
(駒沢大)

禅研究所紀要16

日本歴史476

縷 大学徽 学鰯 究46

懇 大学徽 学部研究46

0

3

3

ー
ム

ー
↓

1↓

463

212

り
0

「⊥

00
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道

格

格

俊

章

章

木

木

木

々

々

々

佐

佐

佐

円

孝

孝

秀

秀

藤

藤

藤

佐

佐

佐

佐 藤 俊 晃

晃

一

一

武

士

憲

孝

孝

之

道

俊

憲

憲

購

美

宗

祐

祐

龍

弘

・

文

藤

部

部

酸

木

木

木

木

浪

内

佐

志

志

柴

末

鈴

鈴

鈴

田

竹

竹 内 弘 道

竹 内 尚 次

団 野 弘 之

千 坂 嵯 峰

郎

道

信

信

信

文

信

世

夫

太

祥

良

良

良

和

恵

育

武

福

古

島

世

尾

尾

尾

倉

村

村

野

永

中

中

中

中

新

西

野

浜

日本曹洞 宗 と大権修理菩薩

連 山交 易の研 究⇔
一 その著述 について一

旗本寺 の扁額 につ いて(1)
一副将軍 と心越禅師 と芭蕉一

耕 雲寺 傑堂能勝伝 につ いて

入唐僧瓦屋能光 について
一曹洞 宗史上最初 の 日本僧一

麟 羅蟹霧 ∫錫 警攣 欝 研究会年報(駒2・2
13

曹洞宗教 団にお ける白山信仰受容
史 の問題(3)

白山の位相
一 曹洞 宗教 団史研究 の一試考一

天桂伝尊 の疑 団 と本来成仏論

天桂伝 尊 と樗 厳 ・円覚経について

南禅寺

奈良時代の禅

加賀藩の被差別民

天桂伝尊の研究

天桂伝尊の研究

東頸城における堂庵

宗学研究所紀要

宗学研究

杉並郷土史会会報

宗学研究所紀要

宗学研究

宗学研究

303

907

13

303

303

駒沢大学仏教学部論集1910

宗学研究所紀要

宗学研究

近畿文化

禅文化研究所紀要

13

303

4647

1512

北陸宗教文化研策会会報33

宗学研究

印度学仏教学研究

宗学研究

集惜騎r齢 融 磯翻 峯宗学研鼎 己要

響纏灘 翻 課一 辮研究
白隠和尚自画賛集と東嶺和尚書入 宗教学論集
荊叢毒蘂および甲州巡錫三ケ寺

藷嚢 零鱒 における正法臓 の 宗学研究
中厳円月の詩にみる政治性
一蔭木英雄著 『中世禅者の軌跡中 聖和

厳円月』の書評をかねて一

蔭涼軒真蘂西堂の南都見物

道元禅師の誕生地について

金剛三昧院隆禅について

篁山禅師と法燈派

無本覚心行実の問題点

「興禅護国論」血脈門の偽撰説

『禅林象器箋』抄釈(1)～(6)

家領の相続に見る九条家

良寛さま

禅文化研究所紀要

宗学研究

印度学仏教学研究

宗学研究所紀要

宗学研究

印度学仏教学研究

正法輪

日本歴史

富士を守る

303

37-112

303

13

303

143

303

253

1512

303

36-23

13

303

36-23

38-2・3～83～8

4816

1283
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原
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原

原
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藤

古

前

松 田 紹 典

典

彦

彦

一

茂

茂

彦

生

紀

哉

雄

興

他

英

雄

紹

昭

俊

新

俊

浄

世

秀

住

道

宗

正

武

田

山

田

島

景

川

本

山

山

田

韻

部

辺

辺

松

丸

宮

宮

守

守

森

安

山

横

横

吉

渡

渡

渡

渡

総持寺五院輪住制度考

中世曹洞禅における羅漢信仰

中世曹洞宗と羅漢信仰
中性社会における禅僧と時衆
一一遍上人参学説話再考一

伝大燈撰句集(芳 春院蔵)
近世期伊達地方の曹洞宗寺院とそ
の支配 ・維持機構
白隠が沙羅樹下の老柄と成るまで
覚園寺蔵水鉢の台座をめぐる二、
三の問題
死と転生(5)
一常州佐竹郡密洞宗論一

戦国時代大贔宗零の語録 「長沙録
に学ぶ」(1)～(3)
芸備における五山禅院領の展開

大雄山法雲寺の二尊宿

高峰顕日の頂相について
道元禅師と北越移錫の真相
一道元の決断と白山天台の影響一

道元禅師と北越移錫の真相

南山禅師管見

望東尼の禅の生活
初期禅宗寺院の性格について
一上野国長楽寺を中心に一

近世禅刹伽藍計画と曹洞宗

鵜沼正法寺の歴史とその前身寺院

高祖道元禅師の如浄禅師よりの伝
戒に関する問題点

卍山本永平広録巻第一

曹洞宗寺院における鎮守について

禅文化の世界

大雄山最乗寺と仏師煙刀軒

駒沢大学仏教学部研究46
紀要
駒沢大学仏教学部論集19

印度学仏教学研究37-1

日本史研究

禅文化研究所紀要
福島県歴史資料館研究
紀要
松ケ岡文庫研究年報

三浦古文化

聖和

3

0

9
臼

1
よ

ー
工

3138

1512

103

23

4411

253

正法輪38-6～86～8

芸備地方史研究163・44

常総 の歴史26

金沢文庫研 究2819

叡 山学院研究紀要1112

宗学研究303

仙 台郷 土研究13,17

西 日本文 化24510

百崇難 璽論纂5
宗学研究303

美文 会報2382

宗学研究303

岩見沢駒沢短期大学論集1

宗学研究30

査分懸 宇佐趾 記の ・8
史談足柄26

り
0

0
Q

9
臼

1

5

〔その他〕

秋 山 洋 一 漿 撃 李 『禅瀬 聚』の書き入 宗学研究

伊 藤 真 愚

板 橋 興 宗

小 関 三 郎

小 野 慶 太 郎

仏教的東洋医学からの生命と死
一禅と陰陽五行論 ・第五報一

椅子禅のすすめ

鹿苑日録の姻草を読んで
禅堂教育の遺産とその現代的意義
(3)書画一体

教化研修

教化研修

たばこ史研究
筑波大学教育学系論
集

303

313

31

23

12・-2

り
0

9
自

3



8

大 田 孝 彦

金 子 真 也

川 村 昭 光

来 田 隆

木 村 誠 治

中 村 渓 男

中 野 東 禅

芳 賀 幸 四 郎

原 田 道 一

久 松 由 美 子

皆 川 広 義

村 井 章 介

山 本 英 男

正木美術館蔵無涯亮悦 ら三僧題詩
の山水 図につい て

黄壁清規中 の唐音につい て
一韻母 を中心 に一

正法眼蔵研究 のコン ピュータ化 を
探 る

条件句構成 のウニハ続紹
一松 ケ岡文庫蔵 『無門 関抄』 を資

料 として一

教化対機 としての若者達 の一考察

最近 発 見 の雪 村 画 「雲龍 図」 と
「竹に鳩図」

業 ・因果 ・霊 ・輪廻 とその解脱
一人間存在への答えの与え方一

茶 と禅(1)
一茶禅融合にいた るまでの過 程一

坐 の行法 と脳 幹(い の ちの座)
一 ニューサイエ ソスにおけ る身心
一如の考察一

御物海北友松筆 網干図屏風一瀟湘
八景か らの独立 とその時代性一

現代におけ る寺院伝 道の考察←)

龍 泉窯青磁

雲谷等顔 の作風展 開について

美術史

龍谷紀要

宗学研究

松ケ岡文庫研究年報

教化研修

古美術

教化研修

茶道文化研究

教化研修

美術史

教化研修

歴史学研究

美術史

1244

10-212

303

23

313

864

313

33

313

1231

313

5794

1244

備

山

子

弘

紹

力

明

良

評

川

妹

瀬

〔

石

佐

広

河村孝道著 『正法眼蔵の成立史的
研究』
蔭木英雄著 『中世禅者の軌跡 中
巌円月』
船岡誠著 『日本禅宗の成立』

日本歴史

日本歴史

日本歴史

481

482

478
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